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高齢者の非標準的生活経験と知的能カの老化との

関連について

一2年間の縦断研究一

筑波大学心理学系 大川　一郎

A1ongituidina1studyonre1ationshipsbetween‘non－normative1ifeevevnts’andinte11ectua1aging
in　e1der1y　peop1e

Ichiro　Okawa（∫伽鮒〃2げP8ツoんolo飢び〃加〃∫ゆ〆T∫〃肋肱丁∫〃〃bα305∫ψα〃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　The　purpose　of　this　study　was　to　investigate　re1ationships　between’non－normative1ife
・・…t・’・・d・9i・g．fi・t・11・・t・・1・bi1iti・・（f1・id・bi1ity，・・y・t・11i・・d・bi1ity・・dg・・…1・bi1ity）．

　　The　same　subjects　as　Okawa（1989）answered　the　sa皿e　quesinnaires　on‘non－normative1ife

evevnts’and　were　administerd　the　same　inte11ijence　test（WAIS）after　two　years　interva1．

　　The　resu1ts　were　as　fo11owes．Two　years　interva1did　not　bring　changes　oポnon－normative1ife

evevnts’scores　and　inte11igence　test　scores．And　except　of　three　factors（‘stabi1ityl，‘watching　TV’

and’readingf　newspaper’），a1most　a11‘non－normative1ife　evevnts’factors　were　not　related　to　in－

te11eCtua1aging．

Keywords：1ongitudina1study，e1der1y　men，inte11ectua1aging，non－normative1ife　evevnts

目　的

　大川は，「高齢者において年齢差で説明し得ない

ほどに知的能力の個人差が大きいのは何故か」とい

う問題意識の基，Ba1tesら（1980）の「発達に影響を

及ぼす要因に関するモデル」において，老年期の発

達に最も大きな影響を及ぼすことが指摘されている

「非標準的な生活経験（non－normative1ife　events）」

に焦点を当て，これまで一連の研究を行ってきた．

　大川（1988）では，「非標準的な生活経験をもっと

総合的に人生の一連の流れの中で捉えることによ

り，これまでの研究よりも，一層明確な形で知的能

力との関連がみられるgではないか」という観点か

ら，非標準的な生活経験をいくつかの主要な領域に

分け，非標準的な生活経験の構造を明らかにしよう

とした．

　具体的には，非標準的な生活経験を，①［個人史］

領域：その人がかつてどのような教育を受け，どの

ような職業についていたのかという，個人の経歴に

関する非標準的な生活経験を中心としたもの．②［ラ

イフイベント］領域：これまでの社会生活，家庭生

活上の生活経験を申心としたもの．③［現在の生活

経験］領域：現在どのような生活経験を送っている

のかということを中心としたもの．④［健康状態］領

域：現在の健康状態を中心としたもの．⑤［生きが

い意識］領域：現在の生活に生きがいを感じている

のかを中心としたもの．⑥［老化意識］領域：現在の

自分の老いに対する意識を申心としたもの，の6領

域に分けた．

　そして，先行研究等を参考にし，これらの各領域

の経験を問う質問紙を作成し，その構造を明らかに

するため因子分析をおこなった．その結果，Tab1e

1に示されるように，各領域は3～6の因子よりな

り，全体として27の因子から構成されることが明ら
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かにされた．

　この研究を受けて，大川（1989）は，これらの非標

準的な生活経験要因と知的能力（流動性能力，結晶

性能力，一般的能力）との関連を検討した．

　その結果，［個人史コ領域における「キャリア」因

子，「就職，結婚年齢」因子，「年齢，退職後の生活」

因子，［ライフイベント］領域における「親，友人に

かかわるマイナス経験」因子，［現在の生活経験1領

域における「読書」因子，「新聞」因子，「文科系的

な活動」因子，［健康状態］領域における「活動性」

因子，［生きがい意識］領域における「能動的満足感」

因子が，それぞれに結晶性能力，流動性能力，一般

的能力との関連を示した．

　知的能力と関連を示したこれらの非標準的な生活

経験要因の中には，従来の研究において見過ごされ

ていた要因もいくつかあり，改めて，非標準的な生

活経験を総合的に捉えていくことの有効性が示唆さ
れた．

　また，重回帰分析等により，これらの非標準的生

活経験は，流動性能力よりも一般的能力，結晶性能

力の予測により大きな意味を持つことも明らかにさ
れた．

　このように，これまでの研究において，高齢者の

知的能力とどのような非標準的な生活経験が関連し

ているのかということについては一定程度の成果が

上がってきているように思われる．

　しかし，先の研究は，高齢者の「現時点」での知

的能力と非標準的な生活経験との関わりを示したも

のである．したがって，知的能力の「老化」の程度

とこれらの非標準的な生活経験要因が関連するのか

ということについては，これまでの研究が一時点で

の知的能力の測定値に基づくものであるために，言

及しえないのである．

　非標準的な生活経験要因と知的能力の老化との関

連性を検討するためには，高齢者の知的能力を縦断

的に測定していくことが不可欠となる．つまり，2

年前，あるいは，3年前と比べて現在の知的能力は

どうなのかという衰退の程度，あるいは，維持の程

度が明らかになってはじめて，個人の知的能力の老

化の程度を捉えることができる．そして，その老化

と非標準的な生活経験要因との関連も検討できるの

である．

　本研究は，大川（1989）で研究対象となった同一被

験者に対し2年の期間をおいて同じ検査，同じ質問

紙を実施することで得られた縦断データを分析する

ことにより，知的能力の老化と個人的要因がどのよ

うに関連しているかを明らかにすることを目的とす
る．

方　法

被験者

　大川（1989）で被験者であり，かつ，2年後に再び

データが得られた人　46人、

　平均年齢　72歳4ヵ月（SD：29月）

知的能カの測定

　Savageら（1973）によるWAIS短縮版に基づき，

WAISを実施する．これにより測定される知的能力

は，動作性検査（積木問題，組み合せ問題）得点によ

る流動性能力，言語性検査（一般的理解，単語問題）

得点による結晶性能力，全検査得点による一般的能

力である．

　以下，検査問題の構成，実施方法，採点について

簡単に記す．

（1）一般的理解

　これは，「宛名も書いてあり，切手も貼ってある

手紙を道で拾いました．さて，どうしたらいいでしょ

う．」等の，生活場面に密着した14の問題よりなる．

これにより生活場面における理解力が問われる．

　実施の方法としては，各問題を読みあげ，その答

えを記録用紙に記入していった．制限時間は，特に

設けていない．採点は，採点基準に従っておこない，

各問題につき最高2点が与えられる．最高総得点は，

28点である．

（2）単語問題

　これは，「修繕」，「妨害」等の，35問にも及ぶ単

語の意味を問う問題である．これにより，語彙力が

問われる．

　実施の方法としては，各問題を読みあげ，その答

えを記録用紙に記入していった．制限時間は，特に

設けていない．採点は，採点基準に従っておこない，

各問題につき最高2点が与えられる．最高総得点は，

70点である．

（3）つみ木問題

　赤と白に塗ってある積み木を使って，手本に示し

た模様を制隈時間以内に作らせる問題である．10問

題よりなる．

　採点は，制限時間以内に完成することを基準とし

4点が与えられ，一定の時間以内に完成できた場合，

得点が加算される．最高総得点は，48点である．

（4）組み合わせ問題

　マネキン人形，横顔，手，象のバラバラにした図

形の切片を，それぞれ，制限時間以内に組み合わせ

る問題である．

　採点は，制限時間以内に組み合わすことのできた
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Tab1e1非標準的生活経験各因子名及び主な項目内容

〔個人史〕

因子1　キャリア（2）：退職時の役職，最終学歴

因子2　就職，結婚年齢（2）1就職した年齢，結婚した年齢
因子3　住居，配偶者の生死（2）：住居の規模，配偶者の生死
因子4　年齢，退職後の生活（3）：年齢，退職後の年数，現在の同居

　　者
因子5　安定性（3）：定住性，定職性，現在地での住居年数
〔ライフ・イベント〕

因子ユ　職業上の経験（7）1就職，配置転換・転勤，職業上の苦労，

　　失業　他
因子2　家庭上のマイナス経験（5）1子育ての苦労・トラブル，結婚
　　上の苦労・トラブル　他
因子3　家庭上のプラス経験（5）：子どもでの恵まれた体験，結婚上

　　の恵まれた体験　他
因子4　養育環境上のプラス経験（4）：恵まれた教育環境，親の人生

　　上の成功　他
因子5　夫婦の健康、戦争（4〕：配偶者の健康，本人の健康，戦争

　　他
因子6　親、友人でのマイナス経験（3）：親の人生上の失敗・トラブ

　　ル，親しい友人の死他
〔現在の生活経験〕

因子1　読書（7）1本への関心，読書量，雑誌の講読，小説に関心，

　　趣味の本に関心　他
因子2　老人クラブ・ゲートボール（4）：老人クラブでの活動，その
　　役員，ゲートボール活動，その役員
因子3　新聞（5）1新聞を読む時間，論説面への関心，社会面への関心，

　　家庭面の関心　他
因子4　TV（5）：TV視聴時閻，連ドラヘの関心，映画への関心，時

　　代劇への関心他
因子5　活動性の高い団体（6）：親睦会活動，その役員，自治会活動，

　　その役員　他
因子6　文科系的な活動（6）：文科系クラブ活動，その役員，老人大

　　学役員，現在の就業　他
〔健康状態〕

因子1　脚力（5〕：長時間歩行，早く歩く，電車・バスで立つ，階段

　　の昇降，普通の歩き
因子2’活動性（5）：外出が大儀，動くことが大儀、疲れ易へ横臥
　　が多い，桑暖への耐性
因子3　機敏性（3，：急ぐ時は走る，とっさの動きの機敏性，関節は

　　固くなっていない
〔生きがい意識〕

因子1　能動的満足感（8）：人生に満足，現在幸福，さびしくない、

　　自信がある　他
因子2　充足感（4〕：求めたことの大部分を実現，自分のやるべきこ

　　　とはやってきた　他
因子3　受動的満足感（4）：現在不幸はない，年をとるのはよいこと、

　　お金の心配が無い　他
因子4　楽天性（4）：物事を深刻に考える方ではない，小さいことは

　　気にしない　他
〔老化意識〕

因子1　過去回帰的（4）：音の事を話す，苦労話をする，ぐちっぽい，

　　愛情の動きに敏感
因子2　現在懐疑的（5）：社会の変化に疑い，騒々しいとイライラ，

　　わがままになった　他
因子3　自己閉鎖的（6）：他人との交際がおっくう，一人でいたい，

　　計画の変更が困難　他

　　　　　　　　　　　　　　　（）内は項目数

切片と切片の重なる辺の数により得点化がなされ，

一定の時間以内に完成できた場合，得点が加算され

る．最高総得点は，44点である．

　（1）（2）（3）（4）の4問題により，Savageらの

公式に基づき，言語性尺度，動作性尺度，全検査尺

度の各得点が算出された、

非標準的な生活経験要因に関する質問紙

　先に分けた，個人的な経験6領域それぞれに属す

ると思われる経験要因により構成される質問紙が，

先行研究等を参考に作成され，用いられた．以下，

各領域における質問紙の構成，質問方法，及び評定

について記す．

17含

（1）［個人史］領域に関する質問紙

　個人史の領域においては，成育歴，学歴，就職，

結婚，家庭等，いわゆる個人の経歴に関するユ2の経

験要因より構成されている．

　実施の方法としては，質問項目がかなりのプライ

ベートな部分にまで立ち入るのを考慮して，例えば，

「以前の職業について話していただけますか」等，

大きく領域を挙げて質問する形式をとった．

（2）［ライフ・イベント］領域に関する質問紙

　Ho1mes＆Rahe（1967）と谷口ら（1982）のライフ・

イベントに関する研究を参考にして，本邦に合わな

い項目は削除し，また，意味的に重なりが見られる

項目を調整した28の項目より構成される．

　実施の方法としては，それぞれの項目を読みあげ，

各イベントについての経験の宥無を質問していっ

た．経験のあるイベントについては，そのイベント

の経験が現在の自分にとってどれほど重要であった

のかという観点から，5件法での評定を求めた．

（3）［現在の生活経験］領域に関する質問紙

　現在，どのような社会生活，家庭生活を送ってい

るのかという現在の生活経験について探るために，

谷口ら（1982），杉山（1984）を参考にして作成した35

の項目により構成される．

　実施の方法としては，インタビューの形式をとり，

被験者の発言を逐次記入していった．そして，それ

らを基に評定をおこなった．

（5）［生きがい意識］領域に関する質問紙

　個人がそれまでの人生に照らして，自分の人生に

対して，どのように満足しているのか，どのように

生きがいを感じているのかを探るために，Lowton
（1975），杉山，竹」l1他（1981），古谷野（1983）を参考

にして作成した21の項目で構成されている．実施の

方法としては，各項目を読みあげ，自分の意識に照

らしての判断を2件法により求めた．

（6）［老化意識］領域に関する質問紙

　老化意識を探るために，Cavanら（1959）により示

された「精神の老化の指標」に基づく15項目より構

成されている．これも2件法による解答を求めた．

非標準的な生活経験各因子の得点化

　非標準的な生活経験6領域の27の因子を構成する

各質問項目の標準得点を算出した．そして，各因子

ごとに，因子を構成する項目の標準得点を合計した．

この合計点をその甲子の得点とみなし，分析をおこ

なった．

手続き

　個別による
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結　果
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知的能カの2年間の変化

　知的能力の2年間での変化を検討するために，流

動性能力，結晶性能力，一般的能力のそれぞれの得

点について対応のあるt検定をおこなった．その結

果，いずれの能力においても有意な差は見いだされ

なかった．

非標準的な生活経験要因の2年間の変化

　非標準的な生活経験要因の2年問での変化を検討

するために，それぞれの因子得点について対応のあ

るt検定をおこなった．その結果，いずれの要因に

おいても有意な差は見いだされなかった．

知的能カの変動と非標準的な生活経験要因との関連

　知的能力（流動性能力，結晶性能力，一般的能力）

の2年問の変動が，現在の非標準的な生活経験要因

とどのように関連しているかを見るために，まず，

2回目の知能検査の結果から初回の知能検査の結果

を引き，その変動値を算出した．そして，この差と

現在の非標準的な生活経験要因との相関を求めた．

　その結果，いずれの要因間にも宥意な相関は見ら

れなかった．また，非標準的な生活経験要因の2年

間の変動値（2回目一1回目）と知能検査の変動値

との相関を求めた結果も同様で，いずれの変数間に

も有意な相関は見られなかった、

知的能カの維持群と衰退群における非標準的な生活

経験要因の比較

　これまでのところで示されたように，知的能力及

び個人的要因での2年間の全体的な変化は見られ

ず，また，その関連性も示されなかった．

　そこで，知的能力の個人的な変動に焦点をあて，

知能検査の得点が初回時より伸びている群（維持群）

と落ちている群（衰退群）の2群を設定した．この2

群間において，非標準的な生活経験の差異を検討す

ることにより，2年聞における知的能力の老化に影

響を及ぼす要因を探っていく．

　具体的には，流動性能力，結晶性能力，一般的能

力のそれぞれの検査得点が伸びている，あるいは維

持している人，上位10人，落ちている人上位10人を

選び出した．そして，各経験要因を従属変数としで，

t検定をおこなった．併せて，2年問の経験要因（要

因の特徴により，2年間の変動はない，個人史領域

の第1要因，第2要因，ライフイベントの6つの要
因は除く）の変動値を従属変数」としたt検定もおこ

なった．その結果をTab1e2に示す．

第15号

　現在の個人的要因については，結晶性能力の維持

群の方が衰退群よりも，「安定性」が高かった．また，

流動性能力では，維持群の「TV」に対する視聴時間，

興味が高かった．

　2年聞の個人要因の変化については，結晶性能力

で，維持群の方が，「新聞」をより長く，興味をもっ

て読んでいた．

　　　　　　　　　考　察

　2年というスパンでは，知的能力，非標準的な生

活経験要因ともに全体的傾向としては大きな変化が

ないことが明らかにされた．その結果として，知的

能力の老化と非標準的な生活経験との相関は認めら

れなかった．

　ただし，知的能力の個人的な変動という観点から

群分けした維持群（10人）と衰退群（10人）の現時点で

の非標準的な生活経験要因の差を見てみると，結晶

性能力では，「定住性」，「定職性」，「現在地での居

住年数」等で構成される安定性要因で維持群の方が

より高い安定性を示している．また，流動性能力で

は’「TVの視聴時間」，「連ドラヘの関心」，「映画

への関心」，「時代劇への関心」等で構成されるTV

要因が維持群の方が高い．

　多数に及ぶ要因の中で，老化にかかわる要因とし

てこれらが特にクローズアップされてきた意義は大

きい．因果関係については，本研究からは明らかに

することはできないが，個人的実生活のレベルでこ

れらの要因を中心としたメカニズムの究明が期待さ

れるところである．

　2年間での個人的要因の変動の度合の差をこの2

群間で比較してみると，先の現時点での個人要因と

は異なった様相を示し，結晶性能力で「新聞（新聞

を読む時間）」，「論説面への関心」，「杜会面への関

心」，「家庭面への関心」等で構成される新聞要因と

の差が示された．つまり，「新聞」要因の変動と「結

晶性能力」の変動とが密接にかかわることが明らか

にされた．これも先の要因と同様，因果関係につい

ては，本研究からは明らかにすることはできないが，

個人的実生活のレベルでのメカニズムの究明が期待

される．

　ただ，予想した程には，知的能力の変動と現時点

での個人的要因との関連，個人的要因の変動との関

連性は示されなかった．その理由としては，個人を

追跡しているスパンが2年と短かったことがあげら

れる、そのため，知的能力，個人的要因ともに全体
的に大きな変動は見られなかったし，ま’た，維持群，

衰退群という両極を設けたけれど，これらの2群問

の差も，2年というスパンでは決定的な老化の差と
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Tab1e2非標準的生活経験要因における知的能力の維持群と衰退群との差

〔個人史〕

第1因子　　　　　　　　．　　　　キャリア
第2因子　　　　　　　　　　就職，結婚年齢
第3因子　　　　　　　　住居，配偶者の生死
第4因子　　　　　　　　年齢，退職後の生活
第5因子　　　　　　　　　　　　　安定性
〔ライフ・イベント〕

第1因子　　　　　　　　　　　職業上の経験
第2因子　　　　　　　　家庭上のマイナス経験
第3因子　　　　　　　　　家庭上のプラス経験
第4因子　　　　　養育環境に関わるプラス経験
第5因子　　　　　　　　　夫婦の健康，戦争
第6因子　　　　親，友人に関わるマイナス経験
〔現在の生活経験〕

第工因子　　　　　　　　　　　　　　読書
第2因子　　　　　　老人クラブ，ゲートボール
第3因子　　　　　　　　　　　　　　新聞
第4因子　　　　　　　　　　　　　　　TV
第5因子　　　　　　　　　活動性の高い団体
第6因子　　　　　　　　　　文科系的な活動
〔健康状態〕

第ユ因子　　　　　　　　　　　　　　脚力
第2因子　　　　　　　　　　　　　　　活動性
第3因子　　　　　　　　　　　　　　機敏性
〔生きがい意識〕

第1因子　　　　　　　　　　　能動的満足感
第2因子　　　　　　　　　　　　　　充足感
第3因子　　　　　　　　　　　　受動的満足感
第4因子　　　　　　　　　　　　　　　楽天性
〔老化意識〕

第1因子　　　　　　　　　　　　　過去回帰的
第2因子　　　　　　　　　　　　現在懐疑的
第3因子　　　　　　　　　　　　自己閉鎖的

緒晶

＜＊

現在の個人要因

流動

＜＊＊

一般

2年の個人要因の変化

結晶

＜＊

流動 一般

＊＊　　　1％　　　＊　　　5％　　一←　　10％

く　上位群　大
＞　下位群　大

はなりえなかったということがいえよう．

　ただし，このことは知的能力の老化には，個人的

要因が関係しないということを示唆するものでは決

してない．先にみたように，2年のスパンでも，そ

の変動にいくつかの個人的要因との関連が示された

のである．この種の研究は，長期的展望にたってお

こなわれるべきものであり，2年，5年，10年と継

時的にデータを収集していき，その時点，時点で，

知的能力の老化と個人的要因との関連を検討する必

要があるのではないだろうか．そうして，はじめて，

知的能カに密接にかかわってくる個人的要因が明確

な形で浮かび上がってくるように思われる．そのよ

うな意味で，本研究は老化防止の方略を探るための

研究の第1歩として位置づけることができよう．
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